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１１月の巻頭言 

「アオモリ」 三上雅敏 
 
山々への初雪・冠雪の便りが届く

ようになりました。長い夏、短い秋

と、たくさんの方が四季を感じられなくなっているのはないで

しょうか？ 

私の故郷、青森の事をご紹介させていただきます。青森とい

いますとどのような事を思うでしょうか？りんご・ねぶた祭・

弘前の桜・豪雪等々多数ありますが、今回はなぜ雪が多いのかご

紹介させていただきます。 

世界の人口 30 万人前後で雪の降雪量・積雪は世

界一といわれております。 

今年も、11 月 7 日八甲田山で初冠雪がありまし

た。早速ニュースにもなっておりましたが酸ヶ湯で

25Cm の積雪となりました。厳しい冬への序章で雪

との戦いがこれから始まります。降雪量ではなく積

雪量が 4～5ｍとなります。青森市内でも降雪一晩

で車が雪に埋もれるのは、日常茶飯事で 1日の始ま

りは、雪片付けから始まります。 

＜今月の聖句＞  
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■国際会長主題           「Together for a better world -良い世界のために、共に-」 

■アジア太平洋地域会長主題 「大きなインパクトを起こそう」 

■東日本区理事主題       「ワイズの方向性を見極める」 

■北東部長主題         「ユースと共に活動する一年に」 

■クラブ会長主題        「活動の活性化を図る一年に」 

会  長 中川典幸      副 会 長 佐々木絹子 

書   記 小幡忠弘      会   計 吉田一恵 

メネット 会長        担当職員 𠮷永肇子 
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何故降雪量が多いのかといいますと、シベリアからの雪雲が、日本海で湿気を含み岩木

山(標高 1625ｍ⁾をヨイショ！

と越え、同雪雲が力尽き八甲田

山(標高 1585ｍ)を超えられず

青森市内へ雪を降らすというこ

とを言われております。一例で

すが、青森空港は山間部にあり

市内より雪が多く見受けられま

す。空港の除雪隊は「ホワイトインパルス」といわれるく

らい、行政による除雪-排雪体制が、しっかりしており生活には支障はありません。 

是非とも冬の青森へお出かけください。 

寒暖の差が大きくなり健康には十二分にご注意いただき、輝かしい新年を迎えましょ

う。 
                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月のお誕生日 
  

    

 

おめでとうございます ᎰᎱ 

  27 日 小幡忠弘さん 

  30 日 岡 リツさん  

 

          

 

「私の唯一の趣味」   中川典幸             
 

 私が継続してやっているスポーツはスキーだけなんです

が、行けるのは、仕事の問題もあって１月２日だけで、この

日が雪不足や荒天になる

と行く機会が無くなる年

が続きます。 
来年は、行けるかな？ 
 

 

 

 
 

１１月の例会 

 

日 時 ：１１月１９日（火） 

会 場 ：立町会館 ２０３号室 

内 容 ：通常例会 

担 当 ：吉田一恵・高松成士 

司 会 ：高松成士 

食塩感謝：小幡忠弘 

９月   日例会報告 

在籍者 1０名 

出席者 ７名 

メイキャップ 0 名 

ゲスト・ビジター １名 

メネット・コメット ７名 

出席率 ７０% 

ニコニコ 円 
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【10 月例会報告】 

 

期日 10 月 19 日（土）10:30～14:00  会場 佐々木絹子副会長宅 

出席 中川、佐々木、永井、吉田、今澤、三上、高松 

ゲスト 小野久子さん、千葉 宮さん、千葉和子さん、ジェアさん、かおるさん、 

齋藤 勉さん、永井コメット（はなちゃん）、髙松メネット（智子） 

 

佐々木副会長の準備で芋煮、食事も完成したところに、皆さん参会した。 

中川会長より開会点鐘、今月の聖句、ワイズソング、ワイズの信条の唱和を持った。 

中川会長より、「本日は、佐々木副会長の並びにゲストの方々のご好意とご協力があって、

久方ぶりの芋煮例会を屋外で開催できた。感謝します。また、多くの皆さんもご同席頂き

重ねて感謝です。愉しいひとときとなりますよう、皆様も楽しんでください。」との挨拶が

あった。 

【誕生祝】中川会長より、髙松メネットが短時間での参加とのことであるから、誕生祝を

早々に行ってはどうかとの発言があり、今澤さんより、吉田一惠さん（1日）、髙松智子

さん（13 日）お二人への誕生祝とハッピーバースデイソングを暮れ然とした。 

続いて、佐々木副会長の食前感謝があり、準備された食事を前に乾杯をして芋煮例会が

本格スタートとなった。 

芋煮、 ᕍᕎᕏᕐᕑᕒ、ゆで卵（汁付き）、天ぷら、漬物、果物各種とテーブル一杯に準備された。ゲ

ストの千葉ご夫婦、ジェアさん、かおりさんの自己紹介と質問と共にあちこちで会話と交

流が進んだ。皆が目を奪われたのは、大きくなった永井コメットであった。佐々木副会長

に引き連れられ隣近所、裏庭の柿の木の柿取りに動き回っていた。そのほほえましい光景

に参加者は笑みを浮かべることが多かった。 

13 時過ぎ、勢いよく雨が降り始め、荷物、テーブル、イス、食事を佐々木副会長宅に運

び入れ、女性陣はリビングで、男性陣はテラスで例会を継続した。 

【協議】 

（1）ＹＭＣＡクリスマス支援…佐々木実行委員長より、伊藤雅宣担当職員が初めての担

当となっており、やる気満々です。今月より実行委員会が立ち上がり協力依頼がある

と思いますので、ご支援とご協力をお願いしますとの説明があり、一同、惜しまずでき

る協力と支援を行うこととした。 

（2）国際・地域協力募金支援…10 月 28 日じゃがいも・かぼちゃが搬入される。ばら売

りも含め個別に支援すること、他はクラブの予算どおりの協力を行うこととした。 

（3）能登半島豪雨緊急支援募金…チラシにより 9 月 21 日発生の能登半島豪雨により被

災した方々、地域の支援を全国 YMCA 及

び地域ＹＭＣＡで進めている。今回の

募金は同盟への直接募金、仙台ＹＭＣ

Ａへの間接募金とある。一人ひとり、責

任をもって支援をすることとした。 

（4）11 月例会…通常例会として開催する

こととした。愉しいクリスマス例会に

ついての案を持ち寄りましょう。 

【連絡報告】 

〇ＹＭＣＡより 

① 小幡さんは過日（9月 25 日）に仙台を

出発し、東山壮にて缶詰の状態で研修

に参加しているとの報告があった。 

② チャリティゴルフ大会が参加者 88 名を得て開催されたとの報告があった。 

③ 社会福祉法人で進めている野外保育場開設準備は、本格的工事は未着手だが担当が週
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2 回のペースで自主整備を進めている。本日ゲストの齋藤勉さんには多大な協力をい

ただいているとの報告があった。 

「本日は、小野さん初めご近所の皆さんの協力があり、このような例会を持つことがで

きました。ありがとうございます。」との佐々木副会長による閉会挨拶があり、中川会長に

よる「閉会点鐘」の言葉で例会が終了した。 

その後も、男性陣の飲み会は続き、愉しい時間が過ぎるのは早いと感じられる中、三々

五々会場を後にした。 

（追伸） 

会場を提供いただいた佐々木副会長、準備にご協力いただいた小野さん、千葉ご夫妻、

かおりさん、ジェアさんありがとうございました。個人的にも屋外での久しぶりの芋煮会、

とても楽しい時間を過ごす事ができまた。ありがとうございました。飲みに集中し、写真

は一枚だけとなってしまいました。大変申し訳ございません。（文責：髙松） 

 

                  

 

 

 

【編集後記】 

 街路樹の紅葉が美しい季節になりました。朝、

夕の気温は低くなり、寒さを感じ冬の訪れを感

じます。 

１１月１５日、いつも保育園を支えてくださ

る I さんの畑で年長組の子どもたちは、大根や

野菜の収穫をし、秋の恵みを感じてきました。

収穫したての小松菜を早速料理し、今まで食べ

られなかった小松菜を克服した子どもたちがいま

した。取り立てを調理しながら、味見をしながら

食べる楽しさと美味しさを味わった子どもたち、

収穫の恵みと交わりのひと時が与えられ感謝でし

た。 

 季節の変わり目、皆さまの健康が支えられます

ようにお祈りしております。 
                 T.Y 

 

 

１１月の強調月間： BF・iGo・STEP 

 
  BF・・・Brothrhood Fund：BF 代表や国際役員の公式旅行の費用を賄うための国際協会

の基金。 

  STEP・・・ShortTermYouthExchangeProgram：ユース海外短期交流プログラム 


